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ている3）．ナラタケ栽培品のタンパク質が高いのはシイタ
ケ同様培地の影響を受けていると考えられた．また，炭水
化物は栽培品で6．0～7．2％と天然品の3．7～5．4％に比べ
高い数値を示した．VB、は栽培品0．11　mg／100　gと天然
品の0．01～0．02mg／100　gに対して約10倍の値を示した．
VB2については天然品0．21～0、22　mg／100　g，栽培品
0．19～0．23mg／100　gと差が見られなかった．　VD，は栽培
品の1．1～1．5μg／100gに比べ天然品で3．0～10．1μg／
100gと値にばらつきが見られたものの高い値を示した．
VD，は紫外線によりエルゴステロールから変換され，そ
の有効波長範囲は290～320nmであるることが知られて
いるエ。）．天然品は生育環境や出荷までの扱いが様々であり，
太陽光などによる紫外線照射時間に違いがありVD2含量
がばらついたと考えられた．一方，栽培品は室内，蛍光灯
下で栽培されている．一般の白色蛍光灯の波長範囲は
350～800nmであるため，栽培品は栽培中にエルゴステ
ロールからVD2への変換効率が悪くVD、含量が低いと考
えられた．
　微量元素についてはカルシウム，銅，鉄が天然品で高く，
マグネシウム，マンガン，亜鉛は天然品問でバラツキは見
られたが，栽培品と大きな差は見られなかった．また，同
一培地組成で栽培されたナラタケ白とナラタケ黒の間に差
は見られなかった．シイタケ，マイタケ，ヒラタケではキ
ノコの種類により培地から吸収濃縮する微量元素に違いが
あることが報告されている3・4）．天然品と栽培品では各微
量元素の吸収濃縮量に違いが見られたが，栽培品問では差
がなく，微量元素は生育環境の影響を受けると考えられる
ことからカルシウム，銅，鉄などの微量元素についても培
地から吸収濃縮させることが期待される．
2．ビタミンB強化培地栽培試験
　培地に用いたフスマにはVB、が1．71　mg／100　g，　VB2
が0．34mg／100　g，コーンブランにはVBエが0．33　mg／
100g，　VB2が0．13　mg／100　g含まれ，培地1瓶当たりの
含量はVB1が0．56　mg，　VB、が0．13　mgと計算され，こ
れらが栽培品のビタミンB供給源と考えられた．そこでビ
タミンB含量を増加させるため培地にVB、，　VB2標準品
を添加した強化培地栽培試験を行った．その分析結果を表
2に示す．
　VB1は添加量に依存し含量が増加したが，無添加で
0．12mg／100　gに対し100　mg添加で0．38　rng／100　gと添
加量に比して増加量は少なかった．これは添加した標準品
とフスマ，コーンブラン中のVB、の存在形が違い，吸収
効率が異なる可能性などが考えられるが，現時点では不明
である．一方，ナラタケ中のVB、含量は100　mg添加で
一52一
も増加していなかった．このことから水溶性ビタミンすべ
てがナラタケに吸収されるのではないことが示唆された．
　今回100mg添加培地で栽培したナラタケのVB1含量
約0．4mg／100　gは，玄米（0．41　mg／100　g）やブタバラ肉
（0．54mg／100　g）と同程度であり1王），強化栽培品はVB1
供給源として有用であると考えられた．
3．ビタミンD、含量の変化
　シイタケなどでVD2含量を増加させるために，採取後
天日乾燥や紫外線ランプの照射が行われている．そこで
VD2含量の低かった栽培ナラタケに紫外線を照射して
VD2含量の変化を調べた．その結果を表3に示す．
　紫外線ランプ下に置く時間に比例してVD2含量は大き
く増加し，照射10分間では天然品の40～100倍である
440～500μg／100gにまで増加した．この値は天日乾燥し
たキクラゲ（440μg／100g）9）や254　nmの紫外線を照射し
たシイタケ（460μg／100g）5＞と同等であることから，紫
外線照射した栽培ナラタケもVD2供給源として有用であ
ると考えられた．
　このようにナラタケの栽培品と天然品の間で栄養成分，
微量元素に差があることが確認された．さらにVB1，
VD、は培地組成，紫外線照射によりその含量が変化する
ことを明らかにした．
終りにあたり，本調査研究は平成13～15年度に実施し
た健康科学調査研究事業「道産食品中の栄養成分，必須微
量元素及び機能性成分の含量に関する調査研究」の一環と
して行われたことを付記し，人工栽培ナラタケを提供いた
だいた北海道立林産試験場きのこ部，米山彰造科長，宜寿
次盛生研究職員に深謝いたします．
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